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要 旨

本稿は本研究報告書第 7 号（2015）において報告したテーマ（障害のある子

どもの教育・発達支援に携わる人々に求められる子どもと「向き合う姿勢」）

についてさらに考察を行ったものである．本稿では「まみえる」ということ，

「聴く」ということの意味についての吟味を通して検討を進めた．

障害のある子どもの教育・発達支援に携わる教師・支援者が子どもたち一人

ひとりのニーズを的確に把握し，これらに適切に応えていくためには，①子ど

もたち一人ひとりからそのニーズを豊かに感じ取らせてもらうことこそが大切

であること．②そしてそのためには，子どもたち一人ひとりが教師・支援者の

方を向いて心を開いてくれることが大前提となること．③とすれば，まず第一

に，教師・支援者は一人の人として，子どもたち一人ひとりに「まみえる」姿

勢をしっかり持つことが何をおいても大切になってくる．④そしてあわせて，

子どもたち一人ひとりのニーズ（思い等）をきちんと「聴く」ことのできる「耳」

を備えていることが不可欠である．以上のことが今回の考察を通して改めて確

認できたように思われる．障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人 （々筆

者も含めてであるが）の子どもと「向き合う姿勢」として是非心に留めておき

たいことであると考えられた．

以上のことは障害のある子どもの教育・発達支援における場合に限られたこ

とではなく，すべての子どもの教育・発達支援においても基本的には全く同様
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であろうことを改めて教えられた．

今後は教育・発達支援のあり方（理念・すすめ方等）についての検討をさら

に深めながら，障害のある子どもの教育・発達支援に携わる教師・支援者の子

どもと「向き合う姿勢」についてなお一層の掘り下げをはかっていくことが求

められていると考えられる．

１．問題および目的

教育・発達支援はそれぞれの子どもの内側にあるものが外に現れていくよう

にすることであるという考え方に立てば（1)(2)(3)，その目指すところは，子ども

の「特性」（いわゆる障害も含めて）の如何によって変わるものではないはず

である.(4)(5)

しかし，そうは言うものの，現実には一人ひとりの子どもたちはそれぞれの

「特性」を持ちつつ，それぞれの環境や時間の流れ等の中で生きている．この

ことを考えると，それぞれの子どもの内側にあるものが外に現れるその道筋は

同じであるとは言い難い．一人ひとりの子どもの状況（実態）に合わせた教育・

発達支援のプロセスの多様性も，一方においては当然求められてくるであろう．

例えば，「ICF（WHO 国際生活機能分類）」の考え方は支援のプロセスの多

様性に着目しているという点で，教育・発達支援にとっても，そのより一層き

め細やかな推進を検討していく上で大変示唆的である．そこでは，それぞれの

人の「健康状態」や「個人因子」，「環境因子」を考慮しながら，「できる活動」

（「能力」）を「している活動」（「実行状況」）へと変えていくための支援のあり

方を具体的に引き出そうとしている.(6)

教育・発達支援においては，その目指すところに到達するために，子どもた

ち一人ひとりの実態に即応したさまざまな方法（技法）が必要とされる．しか

し，そうした方法（技法）が真の意味で生きて働くためには，教師・支援者の

子どもたち一人ひとりとの「向き合う姿勢」のあり方が大きく問われてくる．

方法（技法）はもともと「媒介的なもの」であると考えられているからであ

る.(7)(8)(9)(10）それほどにこの「向き合う姿勢」は大切な意味を有していると言え

よう.(注１）
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前回の報告（栗原，2015)(11）では，この「向き合う姿勢」ということについて，

「臨床」という言葉の意味についての考察（栗原，2014)(12）から得られた諸知

見をもとに検討した．前回の報告（栗原，2015)(13）において，一人の教師が障

害のある子どもたちと「向き合う姿勢」について筆者に語ってくれた言葉を紹

介させてもらった．「重症心身障害」，「自閉症」，「知的障害」等があって「対

人関係が苦手であったり，言語による表現能力が乏しかったりする子ども」と

のかかわりの中から，体験的に感じ取ったことを言葉にしてくれたものである．

これらの子どもたちは自分たちに対し，周囲の人たちが人としての真摯な向き

合い方で接することを心の底から望んでいることを，行動を通して静かに，か

つ熱くアピールしているというメッセージである．本テーマについて考察する

上で，重要な示唆をいくつも含んでいると筆者は考えている．そして，事実，

この教師の言葉から，筆者は障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人々

に求められる子どもと「向き合う姿勢」についてはもちろんのこと，教育・発

達支援のあり方そのものに関しても多くのことを考えさせてもらった．前回の

報告（14）で記したのはその一部であった．

本稿は前回の報告（2015)(15）の発展である．ここでは，栗原（2014)(16）にお

いて「臨床」― 障害のある子どもの教育・発達支援もその重要な一つの分野

であると筆者はとらえている ― ということを考えていくうえでのキーワード

になることが浮き彫りにされた「まみえる」ということ（関係）と「聴く」と

いうことの二語を手がかりとして，障害のある子どもの教育・発達支援に携わ

る人々に求められる「向き合う姿勢」について引き続き考察をすすめていきた

い．なお，本稿においても障害のある子どもの教育・発達支援における場合を

前面に出したかたちで検討しているが，考察内容はすべての子どもの教育・発

達支援において基本的には当てはまるものと筆者は考えている．したがって，

以下のところで「子ども」と表記しているところは，障害のある子どものこと

を念頭に置いてはいるものの，すべての子どもをも含んだ表現であることを

断っておきたい．
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２．「向き合う」ということ

「向き合う」という言葉の意味について最初に整理しておきたい．「向き合う」

ということは「互いに体の正面を向け合う」ということであると辞書には記さ

れている.(17）筆者としては，この定義の中の「互いに」と「向け合う」という

二つの言葉に注目したいと思う．この二つの言葉を念頭に置いて考えると，「向

き合う」ということは双方の人の自主的自律的な行為であることが示唆される．

互いに自分が相手の人の方に「自分の正面が位置をとるようにする｣(18）という

ことであると考えられる．そしてまた，これは単に「体」というところに限定

されるのではなく，「心」を「向け合う」ということでもあると思われる．な

ぜなら，「体」は「心」が動かしているからであり，いわば，「体」は「心」」（そ

の人自身）の象徴的存在であると考えられるからである．したがって，「向き

合う」ということは，互いの「心」が相手に向かって自主的自律的に開かれた

状態であるということになろう． しかも，上述の定義の中にある「体の正面

を」という言葉に注目すれば，自身の「心」が相手に向かって全開にされた状

態にあるということをも意味しているのであろう．

ではなぜ，互いの「心」が 相手の「心」に向けて主体的自律的に開かれる

のであろうか．それは，相互に「心」を結びつけ合う（引かれ合う）ものがそ

こに存在しているからだということではなかろうか．ボルノウ（2006）が教育

における教師と子どもとの関係について述べているところを教育・発達支援に

おける教師・支援者と子どもとの関係に援用させてもらうと，教師・支援者の

側からの子どもに対する「信頼，「善意」，「忍耐」，「責任ある対応」と，子ど

もの側の教師・支援者に対する「信頼」，「感謝と従順」，「愛と尊敬」が「呼応

する態度」としてそこに存在するからであると言ってよいように思われる.(19）

「向き合う」ということについても，本来，このように「包括的」なもの，「相

互作用関係」としてとらえることが適切であると思われるが(20)，本稿では，テー

マとの関連から，教師・支援者に焦点を当てたかたちで考察を進めていくこと

を断っておきたい.(注２）

「向き合う」ことは互いが互いの心を想像し合うことができるようになるこ
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とである．そして，「向き合う」ことは「『出会い』が生まれ」ることであり，

教育・発達支援ということにおいて，教師・支援者と子どもとの間に「共同の

取り組みが開始されていく」強固な基盤をなすものとして，きわめて大きな意

味をもつものであると考えられる.(21）

３．「まみえる」ということ（関係）
―臨床の営みとして教育・発達支援をすすめていくために―

上述のように，教育・発達支援は教師・支援者が子どもに一方的に働きかけ

を行うことで成り立つものでなく，子どもとの「共同の取り組み」の上に成り

立つものであるとすれば，教師・支援者と子どもとが心と心とで「向き合う」

ことなくしては展開し得ない．このようなかたちで教師・支援者が子どもと「向

き合う」関係こそ，「臨床」という営み（関係）そのものであると言うことが

できる.(22）こうした営み（関係）として教育・発達支援をすすめていくために

は，何が「臨床」という関係を成り立たせているのかということについて折々

振り返っておくことは十分に意義のあることであろうし，必要なことでもある

と思われる．改めてこの点についての振り返りと考察をしておきたい．

最初に結論めいたことを述べるようであるが，筆者の考えは以下のようで

ある．

教育・発達支援に携わる人々は「まみえる」という姿勢で子どもに接してい

かなければ，子どもと「向き合う」ことはできない.(23） なぜなら，子どもは自

分にかかわろうとする人々が人として自分を尊重し心配りをしてくれている

― これが「まみえる」（「おめにかかる」）ということの意味であるが（24） ― と

感じられなければ「家」の扉を開けてくれない．すなわち，前者は後者に「ま

みえる」ことができない．子どもが「家」の扉を開けてくれなければ，教師・

支援者と子どもとの間につながりは生まれない．つながりのないところに協働

活動は創造されない．つまり，教育・発達支援は土台を失ってしまう.(25）

「 1 ．問題および目的」のところで紹介した一人の教師の言葉の中には，人

と人との間に関係（つながり）が形成されるようになるためにはどのようなこ

とが必要とされるか ― 「臨床」的関係の原点とも言うべきもの ― ということ
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について，私たちに根本的な問いを投げかけてくれるものが数多く含まれてい

ると思われる．ここではさらに，この教師の言葉を手がかりとしながら，教師・

支援者と子どもとの関係づくりの根本要因を，子どもの側から考えてみたい．

（子どもの側から考えることは，「まみえ」（「おめにかか」ら）させてもらう立

場にある教師・支援者の「向き合う姿勢」を考えていく上で多くの示唆を与え

てくれることになると筆者は考えている．）

この教師の言葉をここで改めて紹介し，この言葉と対比させながら論述をす

すめていくことにする．（引用にあたっては，ご本人の許諾を得ていることを

記し，重ねて深謝の意を表したい．）

「どんなに対人関係が苦手であったり，言語による表現能力が乏しかった

りする子どもであっても，自分のことを相手の人が真剣に，大切に思って

くれているかどうかは心の奥深くできちんと感じ分けていると思います．

自分のことを真剣に，大切に思って接してくれていると感じる人に対して

は，時間はかかっても，いつかは自分の方から近づいてきて，接触を求め

てきてくれるようになると思います．」

｢対人関係が苦手であったり，言語による表現能力が乏しかったりする子ど

も」というのは，直接的にはこの教師がかかわっていた「重症心身障害」，「自

閉症」，「知的障害」等のある子どもたちのことである．しかし，こうした状態

にある子どもというのは，この教師がかかわっていた子どもたちに限ったこと

ではなく，実は，すべての人の誕生直後の共通した姿でもあると言えよう．そ

して，人は誰もがこのような時期を経て，やがては「対人関係」と「言語によ

る表現」の基盤となるものも身に付けながら，周囲の人々とそれぞれのかたち

でかかわりを深めていくのであろう．このように考えると，すべての人が誕生

後間もない頃に，こうした状況の中でいかにして「対人関係」や「言語による

表現」の基盤となるものを身に付けていくのか，その様子をていねいに振り

返ってみることで，子ども（この教師が言及している「重症心身障害」等のあ

る子どもたちを含むすべての子ども）が周囲の人々にどのような姿勢で自分に
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接することを求めているのかを仔細に感知することができるのではないかと考

えられる．筆者自身も自身の子育ての経験や身近なところでかかわってきた乳

児たちの姿からこの点について多くを学ばせてもらい，また，気づかせてもらっ

た．「重症心身障害」や「自閉症」，「知的障害」などがあって「対人関係が苦

手であったり，言語による表現能力が乏しかったりする子ども」と周囲の大人

たち（教師・支援者）が向き合っていくとき，どのような姿勢がその大人たち

（教師，支援者）には求められるのか．誕生後間もない子どもたちの発達過程

からこの点について多くのことが示唆されるものと思われる．

ダニフ・マウラ＆チャールズ・マウラ（1992)(26）の所説は大きなヒントを与

えてくれていると思われる．彼らは「赤ちゃん」（「対人関係が苦手」，「言語に

よる表現能力が乏しい」と言えば，そういうことになるであろうか）について

述べているが，「赤ちゃん」の人間関係 ―「対人関係」も「言語による表現」

もこの中の重要な側面と考えられる ― の形成過程は人と人との関係づくりの

原初的な部分に深くかかわっているわけであるから，どの年齢段階のどのよう

な子どものことを考えていくにも「基本形」を表していると思われる．その意

味で，「赤ちゃん」の周囲の人々とのかかわりの姿はすべての子どもの周囲の

人々とのかかわりの形成について考えていくうえで非常に重要な点を示唆して

くれると筆者は考えている．（前段で記したように筆者の体験からも強く感じ

ている．）

教師・支援者と子どもの関係形成の根本要因－それは要するに，教師・支援

者は「子どもの世界」を子どもの視点で（子どもの目線に立って）あくまでも

共感的に理解する（つまり，これが「子どもから教えてもらう」ということで

あろうが）という姿勢に立つことではないかと思われる.(27)(28)(29）言葉を換えれ

ば，教師・支援者は子どもの心をどのように「聴く」か，つまり，「聴く力」

をいかに豊かに育んでいくかということであろうと考えられる.(30）（「聴く力」

とここで述べたが，これは耳で「聴く」ということに限られたわけではなく，

（五感に加えて）心によって感じ取るということを念頭に置いておきたい．詳

細については後のところで述べる．）

話をもとに戻そう．ダニフ・マウラ＆チャールズ・マウラ（1992）は次のよ
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うに述べている．

「まず赤ちゃんの要求と望みを考えて，それに応えてあげることだ．（中

略）赤ちゃんがむずかっているのが多少でもわかれば，（周囲の大人たち

は ― 引用者注）聰明な選択ができる．｣(31）

上記引用文中の「赤ちゃん」を「子ども」，「周囲の大人たち」を「教師・支

援者」と置き換えれば，このダニフら（1992）の言葉は教師・支援者に求めら

れる子どもと「向き合う姿勢」を端的に言い表していると考えられる．このよ

うな姿勢，すなわち，あくまでも子どもの視点に立って教師・支援者が子ども

の心を感じ取らせてもらおう（教えてもらおう）とする姿勢で子どもに接すれ

ば，前記の教師の言葉にあるように，子どもは「自分のことを相手の人（目の

前にいる教師・支援者 ― 栗原注）が真剣に，大切に思ってくれている」こと

を「心の奥深くできちんと感じ分けて」，安心して「家」の扉を開け，教師・

支援者を自分の「家」に招き入れてくれるようになるということであろう．み

ずからが「自閉症」とともに生きているドナ・ウィリアムズ（1996）が語って

いるように，「わたしの中にある要求を見つけ，認め，それに歩み寄り，それ

をかなえてくれる人」，「あなたといると，安心で」「あなたは，わたしが『属

している』と感じることのできる人」，（「『特別な絆（スペシャルシップ）』を

感じる人)(32)，と子どもが受けとめることのできる教師・支援者であってこそ，

子どもはそうした人に「自分の方から近づいてきて，接触を求めてきてくれる

ようになる」のであろう．もちろん，「時間はかか」るであろうが．教師・支

援者が子どもと向き合う際，子どもに「まみえる」という姿勢の意味と重要性

とがここで大きく浮上してくる．

４．「向き合う姿勢」の根本は「まみえる姿勢」

なるほど，「まみえる」という言葉は，「目（ま）見える」と表記され，文語

形では「まみ・ゆ」で(33)，「見られるがその原義」であると辞書には記されて

いる.(34）とすれば，ある人（Ａさんとする）がある人（Ｂさんとする）に「ま
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みえる」ということは，ＡさんがＢさんに何らかの理由で「見られる」という

ことである．「見られる」だけの何かがＡさんの方に存在するからＢさんはＡ

さんの方を見る．言い方を換えれば，Ｂさんに「見られる」だけの何かがＡさ

んの方に存在しないことにはＢさんはＡさんの方を見てくれないということに

なる.(注３）例えば，「人として相手を尊重し心配りをするといった精神」は人と

人との関係においてはきわめて大切なことである．これがＡさんの中に存在す

ることをＢさんが「いわば直感的に見て取」ったとき，ＢさんはＡさんの方に

心を向ける（ＢさんはＡさんを見る）ということが起こるのであろう.(注４)この

時，ＡさんはＢさんに「まみえる」（「おめにかかる」「お会いする」)(35）ことが

できたというわけなのであろう．

以上のことを教育・発達支援ということに焦点を当てて考えれば，子ども（上

の例でいえばＢさん）の目に教師・支援者（上に例でいえばＡさん）がどのよ

うに映るかによって，教育・発達支援ということが成り立つかどうか，そして

また，それがどのように進展していくかは大きく左右されるということが示唆

されている．

教育・発達支援は教師・支援者と子どもとが一体となって取り組まれていく

ものである.(36）そのためには，教師・支援者がみずからの心を開いて子どもと

向き合うことは当然のことであろう.(37）しかし，教育・発達支援は同時に，一

方においては子どもが教師・支援者に対し心を開くということが大前提として

あってのことである.(38)(39）この，子どもが教師・支援者に心を開くということ

こそ，子どもが教師・支援者の方に自分の目を向けるということ ― というこ

とは，教師・支援者が子どもに「見られる」ということ ― であり，上述の文

脈で言えば，教師・支援者は子どもに「まみえる」ことができたということを

意味すると考えられる．

例えば，心理療法において，心理的接触が困難なクライエントに対するセラ

ピストの応対の仕方として，「セラピストの働きかけは〈中略〉相手にとって

侵襲的にならないこと」であることが大切であると言われている.(40）「侵襲的」

の「侵」は，「しだいにはいりこむ」，「襲」は「おそう」の意味があり，「他人

の詩文などを自分のものにする」などのニュアンスを有しているという.(41）相

障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人々に求められる「向き合う姿勢」についての一考察（Ⅱ）

― 127 ―



手の人の心にじわじわと入り込んでその人の心を「自分のものにする」 ― 相

手の人から見れば，自分の心に一方的に入り込まれ，心が不安になる状態 ―

ということになろう.(42）「まみえる」姿勢とははるかに遠い向き合い方である．

上記の「クライエント」を「子ども」，「セラピスト」を「教師・支援者」と

置き換えて考えてみると，「対人関係が苦手であったり，言語による表現能力

乏しかったりする子ども」に対する場合はもちろんであるが，どの子どもに対

する場合でも，子どもに「まみえる」ことを許されるためには教師・支援者は

忘れてはならない姿勢であろう．

「まみえる」ことは「教えてもらうこと」でもある．教師・支援者が「まみ

える」姿勢をもって子どもと向き合うことができたとき，子どもは心を開いて

内にある自身の様々な思いや能力，個性等々を教師・支援者に示してくれるよ

うになるのではなかろうか．（教師・支援者が「教えてもらう」というのはこ

のようなことであろう.(43））そして，子どものこうした思い等々をきちんと受

け止めることができるためには，教師・支援者がしっかりとこれを聴き取る力

（「聴く力」）を持っていることが求められるであろう．

５．「聴く」ということ，「聴く力」ということ

筆者はかつて拙著の中で次のように記した．

子どもたちは自分たちにかかわる大人の「こころの内側はすべてお見通

しずみなのだという畏れの気持ちをもって，子どもと向き合っていくこと

が求められている」.(44）

こうした姿勢で周囲の人たちが子どもたち一人ひとりに接することで子ども

たちと「こころがつながる，コミュニケーションが始まる」のであろう.(45） ―

つまり，これが教師・支援者が子どもに「まみえる」ということに他ならない．

そして併せて，周囲の大人たち（教育・発達支援に携わる人々はなおのこと）

は子どもの心の奥深くにあるものをきちんと受けとめられる感性の豊かさをも

持ち合わせていることが求められるのであろう．しっかり「聴く」ことができ
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るということ，「聴く力」の豊かさということである．

「聴く」そしてまた「聴く力」の豊かさということは，感度のよい「耳」を

持ち合わせていることと深く関係していると思われる．その「耳」とは，人と

しての生き方や人としての思い等々に共振しうる「耳」である.(46)(47）

ところで，「耳」と言えば，人間には二つの「耳」があると考えられている．

一つは「現実の耳」，もう一つは「現実の耳を超越した（中略）耳」― すなわち，

「心耳」と呼ばれるもの ― である.(48）「心耳」とは，「心を耳にして聴く｣(49）こ

とであるとか「物事をよく聞き分ける心の働き｣(50）であるとか言われる「耳」

のことである．「『心』全体」あるいは「心の内｣(51）を「みずからの心の奥深く

で感じ取る｣(52）ことであると考えてよいと思われる．

このように考えると，こうした二つの耳がどのように働くかで人と人とのコ

ミュニケーション（関係）のあり方は大きく違ってくると思われる．「現実の耳」

はもちろんのことであるが，「心耳」がより豊かに機能することで，自分が今

向き合っているその人の心の奥にあるものにより一層近づくことができるであ

ろうし，そうすれば，相手の人に「まみえる」ことのできる可能性もより一層

高まってくるのではないかと思われる．そのためにも「心耳」を豊かに働かせ

た，人との向き合い方が大切になってくるであろう．相手の人の「側に立って」

「みずからの身を屈めて」接することによって「心耳」はより一層その働きを

増すであろうし，そうした中でこそ，相手の人は」「心の奥深く」にあるもの

を「感じ取」らせてくれるようになるのではなかろうか.(53)(注 5)(注 6）

教師として「重い障害」のある子どもたちと長年向き合ってきた経験から，

安藤ら（1982）は次のように述べている．すなわち，「重い障害を持っ」ていて，

一見，「反応がない」と思われる子どもであっても，人間としての思いを持っ

ていることには何ら変わりがない．だから，教師は子どもの「思いを見抜く」

ことが重要であると.(54）こうした指摘は教育・発達支援の基盤についてとこれ

に携わる人々の「心耳」の大切さとを改めて気づかせてくれる言葉である．
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６．おわりに

本稿は前回の報告（55）において述べ切れなかったことを補足しながら，さら

にもう一歩踏み込んで，障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人々の「向

き合う姿勢」について検討を進めたものである．

障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人々は，子どもたち一人ひとり

のニーズ（障害のあることから生じるニーズにとどまらず，人間として豊かに

生きていくためのニーズも合わせて）を的確に把握し，それらに適切に応えて

いくことを求められている.(56)(57)(58）そして，そのためには，教育・発達支援に

携わる人々の子どもと「向き合う姿勢」が大切であることが改めて浮き彫りに

された．

本稿では障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人々の子どもと「向き

合う姿勢」について，「まみえる」ということ，「聴く」あるいは「聴く力」と

いうことを主な手がかりとしながらさらに考察を進めてきた．気づかされたこ

と，示唆されたこと等は本文中に記したとおりである．今後はさらに障害のあ

る子どもの教育・発達支援の本質にも目を向けながら，この「向き合う姿勢」

についてなお一層の掘り下げをはかっていくことが求められていると考えて

いる．

一人の教師の語ってくれた言葉が本稿の中で随所に示されている．それほど

に，この教師の語ってくれた言葉は本稿のテーマについての考察を進めていく

上で，本質的な問いかけと考えるヒントの数々を提起・提供してくれていると

筆者は考えているからである．そしてまた，この教師の言葉の中には，障害の

ある子どもの教育・発達支援の根本について考えていくさいの大切なテーマが

なお数多く隠されていると思われる．これらについても今後さらに検討を続

け，障害のある子どもたちの成長発達そしてまた，すべての子どもたちの成長

発達にとって，より一層望まれる教育・発達支援のあり方について探っていき

たいと考えている．
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注
（注 1 ）例えば，林竹二氏は「どの子どもでもその深いところにしまいこんで

もっているもの」（p.105）を「さがしもとめて掘りおこす」（p.100）．

こうした教師の姿勢があってこそ，「教師と子どもとの間」の「ふかい

心の交流」（p.101）が生まれ，その「技法」「技術」（p.101）は真に意

味を持ってくるという主旨のことを述べている．（林竹二「『わかくさ学

級』のこと ― はじめて心身に重い障害をもつ子の教育のことを知っ

て ―」『季刊 いま，人間として ― 序巻 いのちを問いなおす ― 』径

書房，1982，pp.92-107）また，「重症心身障害児」の教育についての

林竹二氏との座談会の中で，齋藤時子氏と安藤哲夫氏はそれぞれ，教師

の子どもと「向き合う姿勢」として，子どもを「思いやる気持」「人間

としてみる気持」（齋藤時子氏），子どもに対する「人間性」（安藤哲夫氏）

をあげている．（文献10，pp.79-80）筆者はこのような見解に深く耳を

傾けつつ，筆者なりの視点に立って考察を進めていきたい．（「臨床」と

いう言葉についての検討や，「まみえる」ということ，「聴く」というこ

とについての吟味を通して．）

（注 2 ）ボルノウ（2006）も，教師と子どもとの関係を「完全に分離すること

は困難であるが」としつつも，「叙述の便宜上」教師の側からと子ども

の側からの双方から検討している．（O.F.ボルノウ著／森 昭・岡田渥

美訳『教育を支えるもの』黎明書房，2006，p.41）

（注 3 ）詩人の吉野弘氏は，「ふだん何気なく使っている文字や言葉」が「な

にかの折に新しく見直」されることによって「それまでの考え方がずれ

ることがあります」と述べ，「漢字の字形」や「外国語の綴り」から「暗

示を受け」たり「物を新しく見るきっかけ」を与えられたりした例を著

書の中で記している．（吉野弘『詩の楽しみ ― 作詩教室 ― 』（岩波ジュ

ニア新書52）岩波書店，1982，pp.170-189）この吉野氏の所論に筆者

は大変共感を覚えている．筆者自身も同様の体験を数多く持っているか

らである．また，「文字の形や綴り」はもちろんであるが，その言葉の

語源（ルーツ）あるいは「言葉の意味のふえ方」をたどってみることの
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大切さ（吉野弘『同上書』pp.31-40）は筆者自身も常々感じさせられ

ており，多くの気づきを与えられている．本文中にも記したように，「向

き合う」，「まみえる」等についてはこうしたことを通して多くの示唆と

気づきとを与えられたところである．

（注 4 ）「まみえる」という言葉（関係）は「向き合う」ということについて

考えるさい，もっとも重要なキーワードになると筆者は考えている．「ま

みえる」ということについては，すでに発表した論文（栗原輝雄「『臨床』

という言葉の意味に関する一考察」皇學館大学教育学部研究報告集第 6

号，2014，pp.51-77）の中で詳述した．参照していただければ幸いで

ある．ここでの引用部分はそのp.61からのものである．

（注 5 ）増井（1997）は「フォーカッシングの臨床的適応」という題の論文（こ

ころの科学74, 1997, pp.49・53）の中で，クライエントは「治療者の『耳』」

によって「自分のこころを聞こうとする」と述べ，「治療者の『耳』」の

重要性を指摘している．このことは教育・発達支援について考えていく

上でも大切なことを示唆してくれていると思われる．すなわち，教育・

発達支援において教師・支援者が子ども自身の「心の奥深く」にあるも

のを「感じ取らせてもらう」ためには，教師・支援者の「耳」が大切で

あり，この「耳」がその働きを増すことによって，子どもは自身の「心

の奥深く」にあるものをよりはっきりと知ることができるようになり，

結果的に，子どもはそれを教師・支援者によりいっそう伝えやすくなる

ということであろう．

（注 6 ）教師・支援者の子どもに対する向き合い方（態度）の重要性について

は，教育臨床の観点から近藤（1997）（近藤邦夫「クライエント中心療

法と教育臨床」，こころの科学74，1997,pp.64-68）も指摘していると

ころである．

障害のある子どもの教育・発達支援に携わる人々に求められる「向き合う姿勢」についての一考察（Ⅱ）
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